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〈はしがき〉

　本研究は私が平成12年10月から同14年3，月末までの韓国留学中に韓国

内で研究し（このうち、平成13年4月1日から同14年1月31日までは日

本学術振興会特定国派遣研究者）、かつ生活していく中で見聞したことが契

機となっている。

　当該留学における研究テーマは「社会保障制度における日韓比較研究一年

金と公的扶助を中心として一」であった。調査・研究等を通して得られた知

見は、韓国における公的年金制度は歴史が浅く、未成熟であること、また公

的扶助制度もまた財政学制約などにより対象者及び給付内容が十分ではな

いこと、などである。

　このような制度実体に対応するために、自発的に、ないしはやむを得なく

インフォーマルな支援システムが韓国社会に存在することが上記研究を通

して、また韓国内での生活を通して認識された。具体的支援には、まず家

族らによる私的扶養、大企業などからの寄付、国民に広く浸透した募金、近

年、活発化している組織及び個人によるボランティア活動などがある。

　韓国におけるこのような民間組織や個人の活動は、所得保障・生活保障の

全般について国家が第一義的に、かつその大部分を担うことを当然視されて

いるわが国にとって、これからの社会保障体制を考える上で貴重な示唆を与

えるものと考え、本研究を始めた次第である。

研究組織

研究代表者：片桐由喜（小樽商科大学商学部教授）
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1問題の視座

　韓国社会は戦後、急激な経済発展を遂げたbこの制経済成長が国家

の至上命題であり、国内資源のほとんどがこの目的のために費やされ

たといってよい。そのため、国民生活の質向上、すなわち社会保障制

度の整備・充実は後回しにされた。これがいわゆる「先成長・後配分」

と呼ばれるものである。

　この社会保障制度の空白を埋めるために重要な役割を果たしてきた

のが、イzフォーマル組織、すなわち家族、宗教団体、民間福祉団体

および企業である。前者二つは、どこの国においても制度前史時代お

いては大きな役割を果たしてきた。そして、近代国家形成と経済成長

に伴い、このようなインフォーマル組織の役割は縮小し、国家が設立

運営する社会保障制度がそれに代替するようになってきている。

　しかし、韓国は経済的には現在、先進国並みに発展成長したにもか

かわらず、依然として家族や宗教団体等、民間組織が国民の生活保障

に重要な役割を果たし続けている。今日では、とりわけ企業による社

会貢献が強調されていることもあり、インフォーマル部門による国民

生活の支援がいっそう活発化しているかのような様相を呈している。

　本研究は、韓国社会におけるかかるインフォーマル組織がどのよう

な方式・形態で国民の生活保障を担っているのかを明らかにし、かっ、

その背景・理由および問題点を社会保障法学的視座から明らかにしょ

うとするものである。

　ところで韓国社会保障制度の先行研究は、主として史的制度論、立

法過程論が中心であった1。それに対し、本研究は家族、宗教団体、企

業及び民間福祉団体などの私的な組織を研究対象とし、これらが国民

の生活保障に対して果たしてきた、あるいは現に果たしている役割を

1拙稿「韓：国・占領体制下における社：会保障制度」商学討究55巻2・3合併号
（2004年）143～175頁、同「韓国・社会保障法制の基盤形成過程一所得保障制
度を中心に一」商学討究56巻1号（2005年）57～112頁。そのほかに金早雪
「朝鮮総督府の社会事業」『大原社会問題研究所雑誌』392号（1991年）19頁、

軍事政権期の立法過程について論じた、朴明喜ヂ韓国の社会福祉政策の成立過
程と社：会統制一軍事政権の福祉立法を中心に一」『社会福祉学』38巻2号（1997
年）136～151頁がある。最近では、広井良典＝駒村康平（編）『アジアの社会
保障』（東京大学出版会、2003年）、宇佐見耕一編『新興福祉国家論　アジアと
ラテンアメリカの比較研究』（アジア経済研究所、2003年）、全光錫「第11章
韓国の社会保障法」姜京根＝サ龍澤『現代の韓国法　その理論と動態』（有新堂、

2004年）221～238頁、がある。
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検討しようというものである。すなわち社会保障における機能論的な

研究を試みるものである。これがこれまでの先行研究と比較した場合

に本研究の独創的な点であるということができる。

　本研究を通して、韓国社会では家族などのインフォーマル組織が国

民の生活保障機能を果たし、それが立法・制度設計に少なからぬ影響を

及ぼしてきたことが明らかにされるであろうと予想される。

　他方、凹目では韓国社会もまた、産業構造の変化、核家族化、少子

高齢化等により、まず私的扶養能力が低下し始めている。したがって、

わが国同様、公的制度への依存が高まり、21世紀高齢社会に適応しう

る制度設計を模索している。研究を進める中で、公私の役割負担をど

のように調整するかの国の取り組みも理解されると思われる。

　上述したように、韓国社会において民間組織が国の社会保障を補完・

代替している背景、その実体及び課題、あるいはこれからの韓国の動

向などを研究することは、社会保障制度が相当程度に整備され成熟し

たとされるわが国にも貴重な示唆を与えると考えられる。

　なぜなら、周知の通りわが国は今後、かつてどの国も経験したこと

の無いような長高齢社会へと突入する。その際、これまでのように国

家に対し社会保障制度の整備充実を求め、生活の糧のほとんどを公的

所得保障だけに依存することが困難な事態も想定される。そのような

場合に、韓国における民間組織における相互扶助ないしは社会連帯の

実現のありようは、今後の日本の社会保障制度のあり方を考える上で

貴重な示唆をもたらすものといえるからである。

2現地調査の概要

　本研究は平成17年度・18年度の2年間にわたり実施された。研究方

法は二つに大別される。一つは邦語および韓国語による文献研究であ

る。学術論文・文献のみならず、両国の法律及びその下位規範、立法過

程を示す国会議事録、判例、新聞、さらには各種団体から得た資料・

パンフレット、内部資料等を通した研究である。

　もう一つは、現地韓国へ赴き、各種団体あるいは研究機関を直接、

訪問し担当者らへの質問調査を通した研究である。多くの組織・関係者

の協力と配慮により実施することが可能となった。なお、調査に当た

っては事前に質問事項を送付し、調査の相手方に当方の研究の目的・

意図を理解していただけるように努めた。

4



（1）調査対象

　韓国ソウル市へ赴いての調査研究は、平成17年度に4回、同18年

度には2回、合計6回にわたり実施した。その概要は以下の通りであ
る。

①平成17年5月30日～同年6月5日
　当該期間は韓国所得保障制度、とりわけ公的扶助がどの程度、

　所得保障制度として機能しているか、また、民間組織の支援体

　制に関する研究状況などを調べること、及び基礎的な資料を集

　めることが主たる目的であった。

　　前者を調べるために韓国憲法および社会保障法研究者である

　全光錫教授（二世大学校法科大学）、韓国保健社会研究院のウオ

　ンジョンイル研究調整室長らを訪問し、ご教示いただいた。

　　また基礎的資料の収集は、国会図書館、延世大学校中央図書

　館、高麗大学校中央図書館などで行った。特に、日本での入手

　が困難な資料、たとえば朴正煕大統領の施政演説集などを中心

　に収集した。

②平成17年9月4目～同年9月28日
　　この期間中に実施した調査は以後の土台となった。このとき

　に接触　した民間組織とはその後も訪韓するたびごとに訪ね、

　帰国後も継続して連絡を取り、多くの助言と示唆、資料をいた

　だいてきた。

　　訪問先は社会福祉団体2ヶ所、宗教団体7ヵ所である。前者

　は世界的組織である大韓赤十字社2、韓国共同募金会3である。後

　者は、キリスト教会が4ヵ所、寺院が2ヶ所である。その内訳

　は、キリスト教はトクス教会4、オンヌリ教会5、セムナン教会6、

　セスン教会7、寺院はヌンイン寺院8、大韓仏教曹渓宗である9。

2朗電｝怨召スB｝，絹音ノ・1ぞ干甘・t｝暑3升32．http：〃www．redcross．or．kr．

3入ト：司薯ス｝暑暑1里・晋：司．忍一書ノ・1蒼〒・7§暑1・17．h七tp：〃www．chest．or．kr．

4碧幸丑司。ス1暑λ圏昇早・冒昇暑243・1．

5｛｝ヤ司皿司／｛｝午司薯ス1霜忌．ス1音入｝碧暑干喜q筈16・1．

6　相モi一（ヒ｝三丑司．メ司・書入1書呈子・謹・呈ヨL17｝42．　http：〃archive。sae澱oonan．org．

7　λ臼暑入1暑4こ〒L亡羽唐暑23－161．
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　これらの福祉団体および宗教団体へは丁丁する質問表にある

ように、組織概況、活動内容など多岐にわたる項目についてお話

をうかがうことができた。また、担当者からさらに別の機関や専

門家を紹介いただくことがしばしばあった。必ずしも本研究に直

結しない事柄であっても、韓国社会における民間レベルでの助け

合いの基盤となっている文化や慣習など社会的背景を理解する

のに大いに役立った。

③平成17年12月18日～同年12月26日
　この期間に調査日程を設定したのは、クリスマスの前後に韓国

内で大々的に募金活動をはじめとする、各団体による社会奉仕活

動が展開されるからである。クリスマス・年末を控え、宗教団体、

共同募金会および企業体が独自にあるいは共同で実施するこれら

活動を調査することが主たる目的であった。

　ところで韓国社会における募金やボランティア活動の実践や啓

蒙などにおいて極めて重要な役割を果たしているのがマスコミで

ある。とりわけテレビは国民ヘアピールするカが絶大であるため、

募金等の活動において、大きな牽引役を担っている。テレビ局の

中には後述するように毎週、募金番組を放映するところもある。

また、年末年始だけではなく、突発的な事故、たとえば洪水など

の天災、あるいは火事などで不特定多数の住民が重大な被害をこ

うむったときには、募金を募る特別番組を編成することが多い。

　そのため、今回は韓国のテレビ局2社，KBSおよびSBSを
訪れ調査した。特にKBSは毎週放映する募金番組を持っている

ため、そこでの出演者選定、募金配分の方法などについてお話を

うかがう機会を得た。

④平成18年3月19日～同年3月31日
　この期間の出張は、民間企業およびNGOを対象とする調査を
行った。

　韓国内において寄付やボランティア活動を実践している民間企

業は多種多様であり、規模もまた様々である。しかし調査に際し

8刈音入1なや｝子王01暑55．www．gotobuddha．org．
9刈音入1・苦昆〒・遭ス1暑・45．http：〃www。buddhism．or，kr／
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ては、その活動が体系的に行われていること、ある程度の記録、

統計が残されていることなどが必要である。そのため今回の調査

対象をボランティア活動を担当する部局を有している財閥系企業

とした。具体的な訪問先はサムソン社会奉仕団10、現代自動車社

会貢献グループ11、LG社会福祉財団12、SKテレコム社会奉仕チ

ームである13。

　そして、NGOは近年、活発な募金・寄付活動を展開しているア

ルムダウン財団およびグッドネイバースを調査対象とした。企業が

自らの収益金の一部を社会貢献として寄付しているのに対し、これ

らNGOの財源は主として市民および企業からの寄付である。いわ

ば寄付者と支援を必要とする国民を結びつける役割を果たしてい

るといえる。

⑤平成18年9月2日～同年9，月25日
　このたびの訪問は行政機関および韓国内では最大規模の社会福

祉組織である韓国福祉財団等に対する調査が主たる目的であった。

　まず最初に、韓国保健福祉部（わが国の厚生労働省に該当）を

訪れた。対応部署は社会福祉政策本部民間福祉協カチームであっ

た。ここでは政府が民間団体の寄付、募金およびボランティア活

動などについてどの程度把握しているか、政府としてはどのよう

な位置づけを与えているかなどを質問した。

　次にソウル市中区庁を訪ねた。ここでは社会福祉課社会福祉チ

ーム長が対応してくださった。中区がソウル市内でも優れた電算

システムを稼動させ、民間団体と効率的な協力体制を構築してい

ることなどの説明をいただいた。

　また民間組織として最大規模の一つである韓国福祉財団に赴き、

活動の概要などについて広報開発本部長から詳細な説明をいただ

いた。続いて韓国支援奉仕協議会を訪ね、同協議会の発足の経緯、

現在の活動状況などについてお話をうかがった。

　そのほかに、民間による活動という視点から、社会福祉法人の

運営する特別養護老人ホーム、精神障害者自律：支援施設、家庭内

10htも：〃www。samsun　love．co．kr／intro　a　e．邑s。

12htt：〃www。王．co．k：r／korean／with／ublic／index．’s。

13h七t’〃www　sktelecom　com／main　htm1。
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暴力被害女性の援助組織「女性の電話」などを見学し、その活動

内容や抱えている諸問題についてお話をうかがった。

⑥平成19年3月2L日～同年3月31日
　最後の調査であるため、最新資料の収集および不明点の確認作

業が今回の出張の主たる目的であった。まず、行政機関では保健

福祉部、およびヨンドンポ区庁を訪ね担当者から資料および各種

不明点に関する質問にご回答・ご教示をいただいた。

　次に韓：国における2大社会福祉団体である韓国共同募金会およ

び韓国福祉財団を再訪し、最新の統計資料，年次報告書等を得た。

また、活動内容に関するより詳細な説明および資料を求めて、セ

ムナン教会およびヌンイン寺院を再訪した。加えて、今回はセム

ナン教会の下部組織であるセムナン教会社会福祉財団が運営する

二つの社会福祉館を見学する機会を得た。
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（2）民間組織に対する質問表

以下は民間組織を訪問するに先立ち送付した質問表である。

〔民間団体のボランティア活動に関する調査〕

目的　本調査は韓国における民間団体が担っている相互扶助機能を調べ

ようというものである。調査の内容は、国家が果たす社会保障制度の役割

を民間団体はどのような形でどの程度、代替しているのか、その際、それ

を担保する法制度があるのか、また、ボランティア活動をすることで民間

団体が何らかの恩恵一たとえば税制上の優遇、土地建物の利用に際しての

便宜、など一を受けているのかである。

　この調査を通して、広い意味での個人の生活保障を国家と社会団体、及

び個人がどのように連携しあって成り立たせているのかを探求するつも

りである。そして、国家の役割が相対的に小さい場合、民間団体の活動を

促進するような法制度があるのかを調査することにより、今後の少子高齢

社会、低成長経済社会において各自の役割をどのように調和させることが

望ましいのかを検討しようと思う。

調査対象 宗教団体

赤十字

共同募金

放送局

その他

教会、寺

KBS，　MBC，SBS

調査方法 直接闘き取り

アンケート送付

1

　　〔民間団体のボランティア活動に関する調査アンケート〕

団体名

組織形態

住所

電話番号

E・mail　address
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2　構成員　　　設置主体側

　　　　　　　構成員（信者、等）

3　あなたの所属団体が社会奉仕活動をしている場合、下記の質問にご回

答ください。NOのときは4へ進んでください。

（1）活動の対象は誰、どこですか。限定的な場合にはその基準と理由を

　　お答えください。

（2）活動内容が現金給付の時、支給対象、支給事由、金額をお答えくだ

　　さい。

（3）活動内容が現物給付の時、支給対象、支給：事由、物品をお答えくだ

　　さい。

（4）活動の頻度はどの程度ですか。

（5）活動の場所はどこですか。対象地域を限定してる場合にはその範囲

　　と限定の理由をお答えください。

（6）活動の財源は何ですか。

　　・　　　寄付

　　・　　　収益活動

　　・　　　国庫補助

　　・　　　その他

（7）ボランティア活動をすることについて何らかの法規制あるいは法

　　律上の優遇措置がありますか。あればご回答ください。（優遇税制、

　　など）。

（8）国家に望むことがあるとすれば、何ですか。

（9）個人に望むことがあるとすれば、何ですか。

（10）日本のように高額の税・社会保険負担により必要な保護はほとん

ど国家が果たしている、つまり民間団体の活動があまり活発でないような

状況をどのように考えますか。

4　あなたの組織がボランティア活動をしない理由は何ですか。

　　・　　　人員、人材不足

　　・　　　資金不足

　　・　　　意義を感じない

　　・　　　その他

5　その他、何かご意見等があればお書きください。
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（3）行政機関に対する質問表

以下は行政機関を訪問するに先立ち送付した質問表である。

〔研究の目的〕

　私は社会保障法を専門としてます。とりわけ、イギリスとそして、

近年は韓国社会保障法制を研究しています。2000年10月から1年6

ヶ月間、韓国延世大学校法科大学に客員教授として、研究しており

ました。

　2005年より2年間、日本学術振興会より科学研究費補助金を受託

しております。この研究のテーマは「韓国社会保障法制の特質と課題

一インフォーマル組織の役割とその限界」です。

　韓国は日本と異なり、民間団体による寄付や奉仕活動が活発であ

り、困窮した国民に対する救済として大きな役割を果たしていると

思います。私の研究目的は、どのような団体がどのような形式でど

んな寄付や社会奉仕活動を行い、誰を対象としているのかを明らか

にし、これが国家が行う社会保障制度といかなる相互補助関係を有

し、また立法や制度構藻にいかなる影響を与えるかを検証すること

です。

　昨年は、協会や寺院などの宗教団体、韓国共同募金会、大韓赤十

字社、アルムダウンカゲ、グッドネイバーズといった民間福祉団体、

およびサムソン、LG，　SKテレコムといった民間企業を調査しま

した。

　今年は、保健福祉部やソウル市庁といった行政機関に対して調査

する予定です。そこで以下のような質問を作成しました。ご回答い

ただければ幸いです。

　なお、大変恐縮ではありますが、私が訪問し、面談の上、お答え

いただきたいと思います。その際、資料などをいただければ幸いで

す。資料をいただけない場合には、私が一時お借りして、複写し、

後日、お返しします。

　お忙しいところ、大変申し訳ありませんが、ご協力をお願い申し

上げます。
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〔質問事項〕

1　宗教団体、民間福祉団体および企業が行っている寄付・社会奉仕

活動をすべて把握しているか。

2　把握していない場合、どの程度まで、具体的にはどの団体の活

動を把握しているか。

3　それは報告を求めているのか。

4　把握している場合、どのような方法を用いて活動内容などを把

握しているのか。

5　それを毎年、報告書など、活字にまとめているか。

6　民間団体が寄付・社会奉仕活動をするに際し、何らかの届出を義

務付けているか。

7　民間団体の寄付・社会奉仕活動に対する何らかの法的規制があ
るか。

8　民間団体の寄付に対する税法上の取り扱いについて。

9　民間団体のこのような寄付・社会奉仕活動が立法政策に何らか

の影響を及ぼしているか。

10　韓国は公的社会社会保障が脆弱なため、民間団体が進んで寄

付・社会奉仕活動を実践しているという見解についてどう思うか。

11　今後、韓国が日本のような充実した社会保障制度を整備して

いけば、民間団体の果たす役割は必要なくなるか、ないしは縮小す

ると考えるか。

12　あるいは、民間団体の役割は残るとすれば、どのような分野

であると考えるか。
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3「研究目的・研究実施計画」の概要とその展開

（1）「研究目的・研究実施計画」の概要

　本研究申請に際し設定した研究目的は、韓国においてインフォーマ

ル組織がどのように形態で国民の生活保障を担っているのかを明らか

にし、かつ、その背景、理由およびその問題点を社会保障法学的視覚

から明らかにするというものであった。

　この目的に基づいて申請時および採択決定後の平成17年度に作成

した平成17年度および同18年度の研究実施計画は以下の通りである。

〔平成17年度研究実施計画〕
【文献研究】

　本研究が社会保障法学的視点に立脚して行われることから、研究
の中心軸は文献研究である。とりわけ、立法過程研究が重要となる。
議事録等は、収集済みであることから、平成17年度は、1910年日韓
併合から現在までの一次資料、法令集を丁寧に読解・分析する予定
である。

　この作業と文献研究を通して、家族や宗教団体等のインフォーマ
ル組織の存在がどのように意識され、立法に影響を与えたかを検
討・検証する。

【実地調査】

　本研究の進展にとって、実地調査は不可欠である。すなわち、家
族形態の現状、私的扶養についての意識、および高齢者の所得保障
や介護の実態等は、現地調査を行わずには把握することができない。
　まず、平成17年度は、韓国の高齢者の所得保障についての調査を
中心に行う予定である。すなわち、年金制度がまだ不十分な韓国に
おいて、高齢期の所得がどのようにまかなわれていることを把握す
るために行う調査である。公的保障が未整備な部分において、誰が
どの程度、その不足を補完しているかを知ることが目的である。

　この調査対象には、韓国内で実施されている正月やクリスマス等
に、宗教団体や企業が行う現物給付一キムチや米、など一も当然に
含まれる。

　〔平成18年度研究実施計画〕

【文献研究】

　平成18年度は、本研究の主題について、韓国における先行業績を収

集、検討し、問題意識を共有する。そして、平成17年度の文献研究と

併せて、韓国社会保障立法に家族等のインフォーマル組織が影響を及

ぼすことで、韓国社会保障に特有の法規範が形成されていないか、形
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成されているとすれば、その性質はいかなるものであるかを検討する。

　【実地調査】

　平成18年度も前年同様、2回の訪韓を予定している。そして、平成
18年度は、高齢者への介護保障を調査の目的とする。すなわち、現在、

周知の通り、韓国においては未だに高齢者介護法制が不十分であり、

家族がそれを担うことが所与の前提となっている。そのため、制度上、

扶養家族のいる高齢者は老人福祉施設に入所できない。しかし、近年、

扶養義務者が要介護高齢者の面倒を見ない状況が発生している。この

ような状況を救済し、制度の不備を補っているのが、宗教団体、慈善

団体等である。

　平成18年度の調査では、まず、家族が果たしている介護の役割につ

き実態調査を行う。つぎに、施設に関わる調査を行う。具体的には、

施設設置の法的根拠、設置主体、財源、サービスの内容、等が調査項

目である。さらに、これら以外に介護支援を実施しているインフォー

マル組織について実地調査を行う予定である。

（2）「研究目的・研究実施計画」の展開

　当初の研究目的それに基づく実施計画は、韓国高齢者福祉施策の未

整備がいかにして民間組織によって補われているかという問題意識に

立脚して作られたものであった。高齢者を対象とする宗教団体、民間

福祉団体、企業による募金、寄付およびボランティア活動の調査研究

を進めるにしたがい、これら諸団体の支援対象が高齢者に限らず広い

こと、その活動の範囲が多岐にわたり大変興味深いこと、日本と異な

り市民レベルから財閥企業にいたるまで募金や寄付活発であることな

どが理解された。

　それで研究の視点を「高齢者介護における民間組織の役割」から民

間組織の果たしている役割をそのものの理解へと軌道修正をした。そ

してこれらの活動内容などを正確に把握理解し、それが韓国社会保障

体系においていかなる意義を持つかを明らかにしょうと考えた。

　そのため当初の計画にあった介護施設に関する研究は今後の検討課

題とした。そして、民間組織の実態やその役割・意義の研究と研究軸を

変更したため、調査対象から家族の機能などを除外した。

　調査研究の対照は、まず非営利団体と営利団体に大別される。そし

て前者は社会福祉法人を含む公益法人、宗教団体、および放送局であ

る。とりわけ前三者は慈善・奉仕活動をその存立基盤としているため、
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韓国社会における民間相互扶助体制の基幹を担っている。また放送局

はこれら諸団体の活動を広く国民に伝えることにより、いっそう寄付、

募金およびボランティア活動を活性化させている。また放送局の中に

は、活動の伝達のみならず、自らも活動に参加しているところもあり、

今回の調査対象に含めた。

　具体的には、先に紹介したとおり公益法人としては韓国共同募金会、

韓国社会福祉財団、アルムダウン財団、グッドネイバーズ、また宗教

団体としてはキリスト教会、寺院である。放送局はKBSとSBSで
ある。

　営利団体は上述したような各種財閥企業を調査対象とした。結果と

して、このような軌道修正により韓国社会におけるインフォーマル組

織の役割をより鮮明に、より具体的に示すことが可能になったと思わ

れる。この調査研究を通して、これら民間組織が国民の生活保障を相

当程度、支援していることがわかった。それと同時に、これらが民間

組織であるがゆえに、包括的かつ普遍的な国家制度とは異なる困難さ

や限界を抱えているこ．ともまた理解された。

　以下では、調査対象組織の概要を紹介し、どのような方式・形態およ

び程度をもってして国民の生活生活保障に資しているかを検討したい。

そして、最後にこのような国家による社会保障制度代替的な昨日の持

つ意義と限界につき論じたい。

4　インフォーマル組織の役割とその意義

　インフォーマル組織の役割は大きく3つに分けることができる。第

一は募金を募りそれを配分すること、第二は第一の募金主体に寄付を

したりあるいは直接、要請者に金品を送達すること、第三はボランテ

ィア活動、すなわち金銭ではなく労力と時間を提供することにより支

援をすることである。

　第一の募金は様々な民間団体が行っている14。そのうち、最大規模

の募金主体は韓国共同募金会および韓国福祉財団である。テレビ放送

14韓国における寄付行為に関する最初の立法は、寄付金品募集法（1951年）
である。寄付金品募集規制法（1995年）に改正され、現行法は寄付金品の募集
および使用に関する法律（2006年差である。1951年法以来、原則、国家およ
び地方公共団体、その所属機関・公務員は寄付を募ることを禁止されている
（2006年法第5条第1項）。但し、立法当初に比べ現在は、条件付での寄付行
為が認められる範囲が拡大している（岡法第5条第2～5項）。
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などを通じて募金活動を行う場合、集められた募金はこの二つの団体

ヘー x送られてから配分される仕組みになっている。またNGO法人
もまた募金活動を活発に展開している。いずれも団体も募金をより活

性化させ、募金者のすその拡大のために募金をしゃすい環境作りを工

夫している。これらの諸団体による募金活動により集められた金銭は

四団体内部に設置された配分委員会を通して、公正・公平な基準により

配分されることになっている。なお教会などの宗教団体は、各教会・

寺院内における献金を通して財源を形成し、これを配分している。

　第二の寄付は民間企業が主体となって行われている。各企業体の収

益を上記募金団体や要請を申し出る個人ないしは団体へ寄付をする。

この場合もどこにどの程度寄付をするかを、公正に決定する組織をゆ

うしている。

　ところで最大の寄付者は個々の国民である。その総数や寄付額は統

計上、把握することが可能である。しかし本稿では、民間団体による

体系的で組織的な募金、寄付活動を研究対象としているため国民の寄

付行為に関する検討は、今回は割愛し、今後の課題としたい。

　最後にボランティア活動はこれまでは主として、宗教団体が内部の

婦人会、青年会を中心として担ってきていた。近年の特徴は、企業が

社会貢献ないしは企業の社会的責任という理念をかかげて、大変積極

的に参加していることである。これは最近のわが国においても活発に

展開されている現象でもある。

　以下では、第一の点について（1）韓国共同募金会、（2）韓国福祉

財団、（4）NGO法人および（5）放送局を中心に紹介する。そして

第二の点に関しては、（6）企業のいくつかの取り組みを取り上げ、最

後のボランティア活動についても同じく　（6）企業、そして（3）宗

教団体について概要を述べる。

（1）韓国共同募金会15

　韓国共同募金会の根拠法は社会福祉共同募金法（1997年制定、1998

年施行）である。同法に基づき1998年U，月、社会福祉法人全国共同

募金会が設立された。翌1999年3．月には中央本部と16の支部が設立

され今日に至っている。また同年4月には電話による募金システムで

15韓国共同募金会に関する統計、活動状況は後掲資料のうち、内部資料（7）、
文献（7）～（12）、パンフレット（10）～（12）、その他（2）～（3）が出典である。
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あるARS700－1212が開通し、募金体制が整備された。

　韓国共同募金会は、毎年年末にわが国で言うところの「歳末助け合

い」募金を実施し16、そのほかに年毎にテーマを決めてキャンペーン

を展開し17、一般国民に募金を喚起している。そのほか、洪水や台風

など天災により甚大な被害が発生したときなどには緊急支援を行って
いる王8。

①募金現況

　1999年に発足して以来、一貫して募金額は増加傾向にある。すなわ

ち、214億ウオン（1999年）、510億ウオン（2000年）、625億ウオン

（2001年）、1，017億ウオン（2001年10，月～2002年9月）、596億ウ

オン（2002年10月～2002年12月）、1，382億ウオン（2003年）、1，756

億ウオン（2004年）、2，147億ウオン（2005年）となっている。わが

国の全国の共同募金会が平成17年度に集めた募金総額が220億円で

ある。人口比（日本対韓国＝約3：1）、および国民所得（日本対韓国＝

約2：1）を考慮すると韓国における募金額が極めて大きいことがわかる
190

②配分・支援現況

　募金を通して集めた額の配分は180億ウオン（1999年）、354億ウ

オン（2000年）、553億ウオン（2001年）、937億ウオン（2001年10

月～2002年9，月）、278億ウオン（2002年10，月～2002年12月）、1，192

億ウオン（2003年）、1，453億ウオン（2004年）、1，772億ウオン（2005

年）となっている。

　配分先は地域福祉が最も多く（56．6％）、ついで児童・青少年（14．9％）、

障害者（13．2％）、高齢者（12．3％）、女性（3％）となっている。

　地域福祉の概要は、地域住民へのホームヘルパー派遣事業、社会福

祉施設暖房費、施設改修・補修費、家賃などの支援、ホームレスのため

の宿舎、疎外階層支援、低所得層住宅修理事業などである児童・青少年

16毎年12月に‘司暫（年号）Ol臭舜馨碧二二’という名称などで実施される。
王7たとえば2005年度の場合、9月にf中古携帯電話分かち合いキャンペーン」
を行っている。

182002年に「台風ルサ　水害復旧」として50億ウオン緊急支援している。ま
た2005年には「パキスタン地震被害」のために20億ウオンを送っている。
19総務省統計ホームページよりhもtp：〃www．stat，go．jp／data／sekai／03．htm。同

頁によると2005年日本の国民所得は36，494ドルであるのに対し、韓国のそれ
は16，456ドルである。
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に対する支援は貧困家庭の児童への支援、少年・少女家庭に対する奨学

金事業、難病児童支援などがあげられる。また高齢者対象の支援事業

には65歳以上の独居世帯に対する支援、低所得疾病高齢者世帯へのホ

ームヘルパー派遣などがある。これらは大半が経済的に困窮している

個人ないしは団体に対する経済的支援であり。、いわば救貧事業として

の生活を有する。

③募金活動

　年末年始や災害時に募金箱を設置したり、口座への振込みなど一般

的の募金活動のほかに、より多くの参加を求めるために多様な方法で

募金活動を行っている。

　たとえば「計尋升刈沼判望（優しい店キャンペーン）」は中小零細

企業を運営する自営業者が毎月の売り上げから一定額を募金する方法

である。これに参加する事業所にはキャンペーン参加を示すステッカ

ーなどが配布される。また「号石糾耳，朴曽司尋フ1（コイン1枚、愛

情たくさん）」は、年末に全国の高速道路料金所に小銭を入れる箱を作

り、運転手らへっり銭の募金のインセンティブとなるような活動であ

る。常設の募金活動としては「λ｝考零」がある。これは地下鉄1号線

から8号線までの全階に募金箱を設置する活動がある。

④募金広報活動・方法

　広く国民に募金の必要性、目的、方法を伝えることが募金の拡大に

不可欠である。この宣伝広報に最も効果的な手段がマスコミ、とりわ

けテレビを活用することである。テレビでは広報と同時に、募金を受

け付け、募金活動の活性化に重要な役割を果たしている。

　以下ではマスコミの広報・募金活動につき紹介する。まず、広報と募

金を兼ねる番組としてKBSラジオ「λ1朴暑司と　時事プラス
060－700・1111」，EBS「互王♀ロ｝　孝行の助け060・700・0700」，、T

BSラジオ　「01暑暑潮　MY　WAYイジョンファンのマイウエイ
060－700・9510」がある。

　また募金がどのように活用されているかを紹介し、その意義を訴え

る番組として、MBC『望国警望豆望唱　日曜日　日曜日　夜』と

いう番組の中のひとつのコーナー「噌昇冠身舌エ菅告円陣　幸せな

分かち合い　ありがとう」、「と招豆　感嘆符」、KBS番組『朴菅戯

7｝香』のなかの「耳舌潮観を，朴菅δト身墾昇暑分かち合現場　愛す
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るか　幸福たち」コーナーなどがあり、日常的に国民は募金によって

少なからぬ人々が救済されている現状を知ることができる。

　わが国でも類似の募金番組がある。しかし年1回程度の放映あるい

は風水害などの天災が発生したときのみであり、常時、放映されてい

るものは無い。

　募金方法には年末や天災発生時など、一時的に現金や送金により行

うことが一般的である。しかし、需要が常に存在する現状においては

一定額の募金を常に集め、事業活動に運用することが不可欠である。

そのため、共同募金会を初め、どの民間団体も定期的・恒常的な募金を

確保するための方法を模索・確立している。

　最も効果的な方法は預金口座からの毎月の引き落としである。これ

を容易にするため各種団体はわかりやすく、かつ親しみのあるパンフ

レットを配布し国民に定期的な支援を呼びかけている（共同募金会に

ついては資料1参照）。

　また先述したように、通信技術を通した募金も簡易簡便なことから

多くの団体が採用している。電話の場合はARS、またインターネッ

ト、携帯電話あるいはクレジットカードを利用した募金決済も発達し

ている。一回の通話により引き落とされる募金額は1000ウオン（日

本円で約100円程度）であるため、個々人の負担感は小さい。しかし

ながら、これを数十万の国民が参加する場合に集められる募金総額は

相当な額に達する。

（3）韓国福祉財団

　韓国共同募金会と並んで2大福祉団体の一つが韓国福祉財団である。

同財団は1948年、アメリカのキリスト教児童福利会（Chrisもian
Chidren’s　Fund，CCF）が韓国内に児童福祉事業を始めたことに；期限

を有する。これはいわゆる外援事業の一つである20。1957年、「財団

法人在韓キリスト教児童福利会」を設立・登記し、以後、児童福祉を中

心に活動を展開していく。

　1979年には「韓国子供財団」と名称を変更し、1981年からは恵ま

れない境遇にいる子供たちと支援者をつなぐ結縁事業の実施を国から

20外援については拙稿・注（1）「韓国・社会保障法制の基盤形成過程一所得保
障制度を中心に一」商学討究56巻1号（2005年）参照。
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委託され、現在の活動基盤を築く。また、1984年には全国16ヶ所に

社会福祉館の開設許可を受け、地域福祉へ積極的に関与を始める。

1986年にCCFの支援が終了し、同財団は韓：国独自の民間施設として

再出発することになる。1994年に名称を現在の「韓国福祉財団」を改

め今日に至っている。今日、独自事業を発展展開させる一方で、政府

から多くの福祉事業の委託を受け、官民協同型福祉の実践モデルとな

っている。

　先に紹介した共同募金会が募金を集めその配分に役割を特化してい

るのに対し、韓国福祉財団は募金を募ることのほかに、多くの社会事

業を独自にあるいは国家から委託を受けて実践している。同財団の事

業は児童福祉事業と福祉館運営事業の二つに大別することができる。

このほかにKBS放送局と連携して行う募金番組がある。児童福祉が

大きな部分を占めるのは、当財団の前身が児童福祉事業から始まった

のに由来する。この児童福祉はさらに、結縁事業、権利保護事業（被

虐待児童保護事業）、障害児支援、失踪児捜索などに分けられる。

　結縁事業は福祉財団の中心をなすものである。それは恵まれない境

遇にある児童と、彼らを支援しようとする個々の国民とをつなぐ事業

である。具体的には個人から受けた寄付を支援を必要とする児童に伝

達する方法により実現される。その際に肝心なことは、児童と支援者

の組み合わせを固定化させ、両者間に関係性を持たせることにより、

単なる経済的な支援のみならず、精神的なつながりを形成し、児童を

孤独と疎外から保護しようという目的がこめられていることである。

　以下では、その活動内容を紹介する21。

①財政現況

　韓国福祉財団の財源の半分は個人や企業などからの寄付によりまか

なわれている。そのため前出の韓国共同募金会同様、国民から広く寄

付を募るため、広報活動に積極的に取り組み、また寄付しやすい環境

つくりに工夫を凝らしている（資料2）。

　2006年度の収支を概観すると、約953億ウオンの収入のうち、54．6％

が寄付金、国庫補助が27％でこれらで8割を占める。残りは不動産収

入、図書販売利益などがある。

21韓国福祉財団に関する統計、活動状況は後掲資料のうち、文献（14）～（16）、
その他（6）～（7）が出典である。
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　支出のうち、結縁後援事業が40％を占める。ついで多い支出が福祉

館運営などを地域社会福祉事業にあてられる24．2％である。以下、児

童・青少年福祉事業、障害者福祉事業などが続く。

②結縁事業

　本事業は1981年に政府からの委託を受け始まった22。現在、国内に

約8万6千人、海外に約3，400人の後援者がいる。2006年には新規に

11，540人の後援者が加わった。また、個人後援者だけではなく、企業

体による参加もあり23、後援金も前年比6．4％の増加となっている。但

し、後援事業から脱退する者もある。2005年度の場合、約7千名が中

断を申し出ている。その主たる理由は経済的事由および後援金の長期

滞納である。但し中断者の数は前年比28ユ％減少している。

　その結果、2005年現在、後援者は新規参加を含め約9万人登録して

いる。しかし結縁対象者数は約25万人にのぼり、未血縁者が約15万

5千人になる。すなわち結縁の実現度は全体の3分の一程度に過ぎな

いことになる。

　ところで結縁事業の対象世帯・者は多い順に低所得家庭、少年少女

家庭世帯24、家庭委託保護世帯25、低所得母子家庭、施設保護児童、在

宅高齢者、在宅障害者である。

　このような結縁事業の結果、2006年度には1，428人が家庭生活向上、

793人が縁故者に引き取られ施設を退所、5，806人が高校卒業および自

立、676人が大学進学など、12，115人の結縁対象者が自立した。

③福祉館運営事業

　福祉館は韓国社会福祉事業法に根拠を持つ社会福祉施設である。国

または地方公共団体以外のものが設置する場合には、保健福祉部長官

22正式名称は「薯♀01昊君唱導唱（不遇隣人結縁事業）」という。

23参加企業はサムソン社会奉仕団、SK（株）、SKテレコム、教保生命、K
TF、　LG電子、ウリ銀行、サムソン生命、などの大企業が中心である。

24実際に児童だけで構成されている世帯は少なく、たいていは祖父母と孫から
なる世帯である。

25家庭委託保護とは、父母が疾病、家出、失業、収監ないしは死亡等により地
方自治体から保護が必要であると認定された児童あるいは、児童虐待により隔
離保護が必要な18歳未満の児童が一定期間、他の家庭に預けられ養育される
ことにより、家族的な機能を回復させ、健全な養育環境のなかで成長できるこ
とを支援する制度である。
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が定める基準に適応しなければならない26。

　韓国福祉財団は全国に19の福祉館を設置運営している。事業内容は

多岐にわたり、必ずしも低所得層のみを対象とはしていない。教育、

家庭などに関する個別相談、地域ネットワーク形成支援など地域社会

にニーズがあると思われる多様なサービスを提供展開している。しか

しながら、本稿の冒頭で述べたように社会保障制度の未整備部分を補

うという目的・趣旨が福祉館運営においても反映されている。たとえば、

欠食児童に対する支援、高齢者に対する給食サービスなども各地域の

福祉館運営プログラムに含まれている。

④KBSとの共同番組「祥骨門司謝ム豆」

　この点については（6）において述べる。

（4）宗教団体

　宗教団体が慈善活動をその布教の一環として行うことや教会などの

施設が病院機能や福祉施設機能を果たしてきたことは、西欧諸国の歴

史を見れば明らかである。日本や韓国などのアジア諸国においても、

社会保障制度前史時代には寺院や教会が救貧、施療事業を実施してい

たことはすでに先行研究において示されている27。

　前史時代に公的社会保障の代替機能を果たしていた宗教団体は制度

の整備発達に従い、その役割を最低限度の生活保障から変容させ、む

しろ国民ないしは地域住民の精神的な支柱となることにその存在意義

を見出してきたといってよいであろう。それに対し韓国社会において

は、これまで述べてきたように社会保障制度が不十分であるため宗教

団体に救貧的機能が残されている。それが、また宗教団体の社会的評

価や価値を高める作用に働き、自らの布教・宣教活動の一助となってい

る側面も否定できない。

　韓国国内での宗教団体の社会奉仕活動が活発であるがゆえに、当地

でもその研究が進められ28、問題関心を共有する研究者が少なくない

26社会福祉事業法施行規則21条、22条。
27韓国における宗教の役割については、さしあたり拙稿・注（1）「韓国・占領体

制下における社会保障制度」商学討究55巻2・3合併号（2004年）149～151
頁参照。

28召司奇他『宗教界釧　社会福祉活動　現況聾　活性化　方案　研究一教会潮
社会福祉活動暑ぞ僧呈一』（韓国保健社会研究院、1999）、ユ奈琶「暑皿潮

22



ことを意味する。本研究のために調査対象とした宗教団体はいくつか

ある。ここではそのうち資料を豊富に入手し、数度にわたって聞き取

りをする機会を得たセムナン教会とヌンイン寺院が取り組んでいる社

会奉仕活動について言及したい。

　①セムナン教会
　セムナン教会は1887年に韓国で最初に組織化された教会として有

名である29。創設者は韓国最大の私立大学延世大学校の創始者として

も知られるアンダーウッド牧師である。その後も教会は発展を続け、

現在では信者数が1万人を超える。

　日常的な教会活動や布教・宣教のほかに社会奉仕活動も熱心に取り

組み、教会が社会福祉法人を傘下に設立し、福祉館の設立・運営にも積

極的に参加している。また、教会内部に組織されたグループごとにホ

スピスや上記福祉館を訪ねてボランティア活動を実践している。加え

て韓国在住の外国人労働者に対する無料治療も教会内も設けられた診

療室で定期的に行っている。

　ところで韓：国内には数千、数万人と多くの信者を有する教会が少な

くない。このことは教会財政にとって安定した基金の形成を可能とし、

活動基盤を強固なものとすることに役立っている。教会の資金は主と

して信者からの献金による。献金収入を確実・効率的に行うためにどの

教会も献金袋を用意している。

　セムナン教会においても献金袋の種類が5つある。一つは「毎週献

金」「毎月献金」「感謝献金」「十日献金30」および「特定献金31」（資料

3参照）である。なおこれら献金は寄付金として扱われ、所得税控除

の対象となるため、年末には教会が領収書を発行しその便宜を図って

いる。セムナン教会の予算・決算書をいただいている。しかし内部資料

であることから、公表は本稿においては差し控えざるを得ない。

　以下では福祉館運営状況とボランティア活動について紹介すること

入｝挙銭ス1入レぽ朔普尋q干」『福祉行政論叢』vo114，no2（2004）131～153頁な
どがある。

29セムナン教会「教会資料館（日本語版）」。

30この献金は、信者個人の収入の10分の1を献金することを意味する。
31これは使途を信者が定めて献金するものである。袋に印刷されている使途は
教会空間開発事業基金、北韓宣教基金、社会福祉基金、奨学献金、災害救護基
金、国内宣教基金、海外宣教基金、少年少女家庭支援、救済献金である。
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とする32。

1）　福祉館運営

　セムナン教会は1992年「社会福祉法人　セムナン教会福祉院」

を設立し、1997年には名称を「社会福祉法人　セムナン教会福祉

財団」と変更し現在に至っている。

　1998年に「ドンジャクイス　暑4叫李社会福祉館」、2005年に

「西大門老人総合福祉館」および2006年には「鍾路総合社会福祉

館」の運営をそれぞれソウル市から委託している。

本研究のため調査を実施したのは「西大門老人総合福祉館」と「鍾

路総合社会福祉館」である。

a）　まず西大門老人福祉館は設立にあたり、セムナン福祉財団か

ら支援金として3千万ウオン、また法人転入金名目で4億ウオンの

財政支援を受けている。但し、ソウル市からの委託であることから、

毎年の運営費のうち（16億ウオン）73％はソウル市と西大門区か

ら受領し、残りを法人および寄付等でまかなっている。そのため寄

付を広く一般市民からも集めるため、寄付募集の呼びかけを施設パ

ンフレットの最後のページにどの施設も掲載している（資料4～6
参照）。

　西大門老人福祉館は高齢者用の多様なプログラム・サービスを提

供している。生涯教育、敬老食堂、デイサービス、ショートステイ

などは低廉な費用でソウル市民であれば誰でも利用可能である。こ

れらは一般的な高齢者福祉施策と言える。

　他方、在宅福祉事業は西大門区民に限られる。事業対象者は60

歳以上の国民基礎生活保障法の保護受給者33および低所得高齢者

である。事業内容はホームヘルパー派遣、給食支援、結縁事業、保

健医療支援などを無料で提供する。

　対象者は西大門区内の洞事務所からの推薦等情報を受け，福祉館

の社会福祉士が審査のうえ選定される。開館して間もないこともあ

り、現在は毎月5万ウオンの現金給付を受けている高齢者世帯が

32セムナン教会については後掲資料のうち、内部資料（4）～（6）、パンフレット
（1）～（5）参照。

33わが国でいうところの生活保護法である。
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13世帯、弁当配給対象者が20人、常備菜配給対象者が30人とな
っている。

b）鍾路総合社会福祉館はその名のとおり児童、高齢者、障害者およ

び低所得世帯を保護対象とし、活動内容も広範である。

　同福祉館の特徴は、その所在地が貧困・低所得者層が密集する域で

あるという点である。すなわち国民基礎生活保障法受給者が管轄地域

内の住民の36％を占め、被保護水準には至らないがその次の階層に属

する世帯が44％に達する。しかしながら、近年、この近接地域に中産

階級が主たる住民である大団地が建設されており、貧富の格差が顕著

に見られる地域ともなっている。このような状況下、同福祉館の事業

は低所得家庭のための福祉事業と高齢者福祉事業に重点をおいて展開

されている。以下では国民基礎生活保障法受給対象者に対する救貧事

業のいくつかの事業を紹介する。

　　・常備菜支援　週1回、栄養食支援　，月1回、米配給　月1回

　　・児童給食センター　月～金、午後5時～6時

　　・無料診療サービス　提携病院において無料診療・治療

　　・病院同行サービス、移動入浴サービス

　　・後援サービス　要保護者に後援者からの経済的支援を伝達

　　・フードバンク等の現物サービス、キムチ

2）　ボランティア活動

　セムナン教会ではボランティアを信者により構成し、体系的阻止

的な活動を提供している。

　先に紹介した西大門老人総合福祉館には毎月　300人程度のボラ

ンティアが派遣されている。福祉館内で職員と一緒にあるいは独自

にサービスを提供している。なお、このほかにホスピスや病院等へ

訪問し各種のボランティア活動を実践している。

　ところで彼らが福祉館において提供するサービスを有償労働で

まかなう場合には、相当な費用となる。したがって、ボランティア

活動は、サービスの提供だけでなく福祉館の財政運営に大きく寄与

しているといえる。このようなボランティアを教会が計画的・組織

的に派遣することにより、福祉館側はボランティアが安定・継続し

て供給されると期待することができ、予算編成や人員配置において

その計画に取り組むこどが可能となっている。
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　これを可能とする背景には、セムナン教会が信者が1万人を超え

る大規模；宗教団体であること、性別、年齢別に信者を分け信者の統

括・管理を効率的に行っていることなどが考えられる。いわば機能

的な組織を形成・確立しているといえる34。

　②ヌンイン寺院
　韓国内においては教会が多く見られるため宗教人口もキリスト教徒

（プロテスタント、カトリック）が仏教徒よりも多いように思われる。

しかし、韓国統計庁の調査によると（2005年）35、韓国の宗教人口は

全体の53．1％、そのうち仏教徒は22．8％、プロテスタントが18．3％、

カトリックが10．9％と宗派別に見ると最も仏教徒が多い。

　しかし教会が一般に平中にあり目に付きやすいのに対し、寺院は通

常、山中などにあって、住宅街には建立されないためあまり目立たな

い。またキリスト教のように毎週日曜日に礼拝に行く、献金をすると

いう宗教規範も必ずしも明確ではなく、活動内容が可視的ではなくか

っ、それを外部に広く広報宣伝するという文化も少ない。そのため、

寺院においてはボランティア活動のような社会活動が不活発のような

認識が少なくない。しかしながら、韓国最大の仏教宗派である内学宗

は社会福祉財団を設立し多様な活動を展開している36。

　本稿は調査訪問したヌンイン寺院および同寺院が設立したヌンイン

総合社会福祉館について紹介をする。このヌンイン寺院と福祉館は同

じ場所に建てられている。この地域には先に紹介した下路総合社会福

祉館同様、貧困・低所得世帯が住む一帯がある。そこは無許可居住地域

であり、本来は居住することが禁止されている地域、いわゆるグリー

ンベルトと呼ばれる所である。

　したがって強固な建造物を建設することはできず、住民が住居とす

るものはビニールハウスや簡便な方法で作り上げた居住空間に過ぎな

い。しかし電気やガス、水道の供給がなされ、そこから通学する児童

も当然いる。

　ヌンイン総合社会福祉館が管轄区域とするこの地域をクリュンマウ

34たとえば男性・女性宣教会が年齢別にそれぞれ7つ、また教区別組織が11あ
る。これらのいわば分科会は意思疎通が可能であり、信仰を同じくする者同士
の連帯感も作用し、活動をより積極的に推進するのに有効な集団となっている。

35韓国統計庁のホームページ　一。
36曹渓宗の社会福祉財団ホームページ　一。
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ルという。このような地域は再開発の時期が来ると住民たちは立ち退

きを求められる。その際、立退き料として補償金を得ての転居となる。

この補償金目的にこの地域に居住若しくは居住するかのような外形を

作り出すものがクリュンマウル住民の3分の2を占めているという。

以下では同福祉館の活動内容等につき概要を述べる37。

1）　沿革

　1988年に韓国仏教界のなかで最初に社会福祉法人を設立し、自主財

源によってヌンイン総合社会福祉館を建てた。とりわけ、上述の通り、

管轄地域内に無許可地域を抱えているため、事業の対象はこれら地域

の住民および周辺低所得世帯に対して重点的に向けられることになっ
た。

　ただ、現在は低所得層のみならず、一般高齢者や地域住民に対する

生涯教育や幼稚園なども運営し、文字通り　「総合」福祉館へと移り変

わりつつある。

2）　事業内容

　ヌンイン総合社会福祉館館長によると高齢者や障害者に特化した福

祉館の場合、国や地方自治体からの補助金が運営費の9割を占めるが、

総合福祉館の場合は半分程度の補助金が交付されるに過ぎないため、

運営に当たっては大変苦労しているということであった38。

　同福祉館の場合、年間運営費が約12億ウオン必要であるところ、国

庫補助は5億6千万円程度であるという。残りは15％が寄付、25％が

収益金、10％が不動産収入から構成される資金でまかなうという。つ

まり国庫でカバーされるのは人件費程度であり、サービス提供に要す

る費用や建物の維持・管理費、光熱費は自ら調達しなければならないこ

とになっている。そのため同福祉館もまた寄付を広く募るためにパン

フレットを作成し、信者などへ配布している（資料7参照）。

　本稿では同福祉館が提供する多様なサービスのうち国民基礎生活保

障法による保護対象者に対する支援について論ずることとする。まず、

対象者の選定作業が行われる。これは西大門老人総合福祉館のところ

37ヌンイン総合社会福祉館については後目資料のうち、内部資料（2）、文献（3）
～（4）、パンフレット（14）～（15）、その他（4）～（5）を参照。

38ぞ早妊館長談話。この点について法的根拠を含めて詳細に調査しておらず、
今後の検討課題として残されている。
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で言及したように、どの福祉館においても同じ過程である。すなわち、

洞事務所が被保護者についての情報を福祉館に提供し、それを福祉館

の社会福祉士ら職員がどのようなサービスが必要で、そのサービスが

洞福祉館で提供可能かを検討してサービス提供を判断する。

・後援金支給　金銭給付　月1回

・フードバンク　現物給付　週1回

・給食費支援年10回
・教育支援　中高校に進学する児童に学費支援年1回

・無料給食　60歳以上低所得高齢者に昼食提供　月～金

・常備采支援　家事機能が低下した被保護者に対し常備軍を提供　火・金：

・特食提供　正．月・お盆および節季に特別食を提供

・ヤクルト支援　毎日、家庭を訪問してヤクルトを提供しながら、独

　　　　　　　　居高齢者の安否確認　　　　　　月～日

・環境整備　高齢者住居施設の環境改善および物品交換　年中

・訪問入浴サービス　高齢者・障害者対象　　　　　月2回

・越冬支援キムチ、練炭・灯油等の暖房費　 年1回

　これらのサービスを個々の世帯構成、経済的状況、健康状態等を福

祉館の社会福祉士らが家庭訪問をして把握した上で提供する給付内容

を決定する。

（5）市民主体型支援組織

　これまで紹介した韓国共同募金会は法律：に基づいて設置、韓国福祉

財団はその前身がアメリカの救援組織でありそれを引き継いで今日に

至っている。あるいは、その上部組織に宗教団体を有する社会福祉法

人による救貧システムやボランティアを概観してきた。いずれも、初

めに組織有りきでのスタートと言える。それに対して、90年代に入り、

ときに背景にはキリスト教支援があるにせよ、市民が主体となって国

内外の支援を必要とする人々のために組織を作り始めた。これらの組

織の特徴は少額寄付の促進、多様な寄付先の設定など、より多くの人々

の関心をひきつけ、その関心と寄付行為が継続するような工夫を凝ら

している点にある。以下では、韓国における代表的な市民主体型支援

組織であるアルムダウン財団（「美しい財団」）について紹介する39。

39アルムダウン財団については後掲資料のうち、文献（22）～（23）、パンフレッ
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①アルムダウン財団

a）沿革

　2000年に進歩的な弁護士らを中心にに「アルムダウン財団」が

創立された。彼らは自らの財団を「市民公益財団　community
fo犠ndatiOn」と称する。その趣旨は同財団の運営原則に述べられて

いるように市民社会のために働く財団となるというところにある
400‘

b）事業内容

　アルムダウン財団の事業は大きく2つに分けられる。一つは寄付

を集め、配分する事業、もう一つは企業に「社会貢献プログラム」

を提示し企業の参加を喚起する事業である。さらに関連事業として

重要なものが「アルムダウンカゲ（美しい店）」の運営と「共感」

という公益弁護士グループに対する支援である。

b）　一1　　寄付促進活動

　アルムダウン財団が韓国における寄付文化を醸成し、市民相互の

連帯を広げていこうとして考えた方法が「1％　基金　分かち合い

キャンペーン」である（資料8参照）。これは「月給の1％」「遺産

の1％」「お小遣いの1％」「生活費の1％」などであり、その得た

収入の1％を寄付にまわそうというキャンペーンである。1％とい

う数値は、最小単位を示すという意味で、象徴的なものであるとさ

れる。

　さらに寄付者の希望をできる限り取り入れ、寄付者が一種の達成

感、充足感を得られるような工夫、すなわち多様な基金を設けてい

る。これは同財団あるいは個人、企業などが基金を作り、そこに寄

付を募るというものである。8種類あり、企画、教育、児童青少年、

高齢者、文化、障害者、女性および研究の各領域である41。

b）一2　社会貢献プログラム

　これは企業のもつ資金力を活用したい同財団の意図と企業イメ

ージ向上のためにも社会貢献を実践したい企業との思惑が合致し

ト（6）～（9）を参照。

40財団ホーム頁参照　htt●〃www　beautifulfund　or／。

4三「企画jには1％基金が含まれる。他に公益弁護士基金、国際NGO連帯基
金などがある。また教育には教保生命希望奨学基金、キムグンジャおばあさん
基金などがある。詳細は注（37）ホーム頁参照。
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たために、大きく発展した事業である。寄付行為に関するノウハウ

を財団が企業側に提供することで、双方にとって大きなメリットが

生じている42。

　参加企業は大企業から中小零細企業にまで多様である。但し、や

はり資金に余裕のある企業の参加が多いことから大企業が中心と

なっている。

b）一3　アルムダウンカゲ

　これはアルムダウン財団が母体となって作られた非営利法人で

ある。いわゆるリサイクルショップの一つである。しかし通常のリ

サイクルショップと違うところは、物品を無償で提供することであ

り、店舗側はそれを低廉な価格で販売する。そしてその収益金を経

済的に困窮している個人や団体に寄付することが活動の主たる日

的である。

　2002年に第1号店がソウル市内に作られ、現在は全国に56店舗

ある。この店舗はすべてボランティアによって運営されている。そ

のボランティアの募集、要請も重要な仕事になっている。

b）一4　「共感」一公益弁護士活動の支援一

　アルムダウン財団の創設者が弁護士あったことや低所得者層に

対する経済的支援を通してその人権擁護の必要性を感じて、同財団

は非営利で運営される、いわばローファーム設立の基盤を提供した。

それが「連帯」である43。上述した多様な基金の中にはこのローフ

ァームを支援する基金が含まれている。2007年現在、6名の弁護

士が在籍している。

　彼らは公益訴訟の遂行のみならず、制度改善、各種団体へ赴き法

的助言などを実施している。同財団が支援対象とする貧困世帯、高

齢者、障害者および女性などは、また社会的弱者と呼ばれ、権利侵

害に晒されやすい存在である。彼らの権利を擁護し、その権利の回

復を担う　「連帯」は社会的に極めて意義のある存在といえる。

b）　一5　　寄イ寸…額

42たとえばKTF（通信会社）は低所得家庭の青少年らに情報化教育を提供す
るという目的のもと、貧困世帯が多く住む地域の青少年施設にコンピューター、
インターネット回線等を設置している。

43「連帯」のホームページ　＿。
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　アルムダウン財団が「1％」募金などを通して得た募金額は2005

年、約330億ウオンである。これは韓国共同募金会の2150億ウオ

ンに比べると1割強であり、その規模は大きいとはいえない。しか

し、韓国福祉財団が集めた募金総額が約524億ウオン（全体の収

入は953億ウオン）と比べると遜色がないともいえる。

（6）放送局一KBSを中心に一
　（1）で紹介したようにテレビ局を積極的に活用した募金活動は今

日、韓国社会においては一般的になっている。なかでも先述した韓国

福祉財団とKBSとの共同番組「朴曽窮司謝と三」はその草分け的番

組である。以下では、同番組を紹介し44、マスコミを通した国民同士

の相互扶助のあり方について検討したい。

　KBSの「舜曽釧司判ム三」は、現在、毎週土曜日の午後5時から

放映されている。同番組は難病や重い傷病を患っているにもかかわら

ず、経済的に困窮しているため入院・治療費を用意できない患者、ある

いは両親が不在・傷病のため貧困に苦しんでいる子供たちを番組の中

で紹介しながら、視聴者に対し電話による募金（ARS）を呼びかけ
る番組である。

　同番組は前述の韓国福祉財団との協同により製作されている。1997

年10月24日が第1回放映日であり、以後10年にわたり続いている。

300回放映時に示された統計によると、300回の間にARSおよび銀
行送金などを通して集められた募金額は約352億7千万ウオンになる。

　また韓国福祉財団の報告書によると2006年の募金額はARSによ

るものが28億ウオン、ARS以外の手段によるものが約43億ウオン、

あわせて71億ウオンが同番組に寄せられている。このうち実際の支援

にまわされたのは53億ウオンとなっている。支援対象で最も多いのは

疾病（39．5％）、ついで貧困世帯（33．8％）白血病および腫瘍（24．7％）

である。一般疾病と白血病・腫瘍を合わせると治療費支援が6割を超え

る。このことは、韓国の公的医療保険の適用疾病が限られており、難

病や重度の傷病に罹患すると個人の経済力では解決困難な状況に陥る

ことを示している。社会保障給付がカバーすることができない範囲を

民間団体が補完し、国民の健康、生活の向上に資するという好例であ
る。

44後掲資料のうち、文献（25）参照。

31



（7）企業

　最後に企業が実践している寄付行為について論じたい。近年、わが

国においても「企業の社会貢献」「企業の社会的責任」が唱えられてい

る。経営過程で法令遵守はいうまでもないが、それにとどまらず、積

極的に収益を社会に還元し、社会福祉の向上に寄与しようという態度

である。これが企業の建前であるとすれば、本音は企業イメージの向

上にあるとも言える。韓国においては企業寄付の牽引となっているの

は財閥企業である。その豊富な資金力を背景に日本円で数十億単位の

寄付をすることも珍しくは無い。

　このような行為が支援・救済を求める者にとってもっとも有効であ

ると評価される一方、しばしば伝えられる財閥企業の不正行為の賎罪

行為であるとの批判も少なくない。

　ところで企業の社会貢献は単に寄付行為だけではなく、その組織力

を活用してボランティア活動を積極的に計画・参加している。企業の

中には、ボランティア有給休暇制度を設け参加を促進しているところ
もある。

　ほとんどの財閥系企業は寄付行為やボランティア活動を専門に担当

する部署・人員を設置・配置し、事業活動の一環として実践していると

いってよい。なお、中には別法人を設けて計画・実践している企業もあ

る。それゆえ、活動記録、年度報告書なども整備されており、活動が

計画的・組織的に展開されていることがわかる。

　以下では韓国最大の企業サムソンと社会貢献活動において注目され

ているSKテレコムを紹介する。

　①サムソン
　サムソンは大財閥企業である。系列会社は30、総従業員数は15万

人である。したがって規模の大きい会社には、個別に社会貢献活動を

担当する部署がおかれている。そして、これら系列会社全体の社会貢

献活動を計画・統括しているところがサムソン社会奉仕団である45。

　サムソン奉仕団は1994年に創設され、以後、多様な奉仕活動を考

案計画を進めている。同奉仕団は2005年度に約5000億ウオンを社会

45サムソンおよび同奉仕団については、後掲資料のうち文献（17）～（1＄）、パン
フレソト（20）を参照。
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奉仕に費やしている。内訳で最も多いのが51．2％を占める公益事業、

ついで46。8％の寄付協賛、2％がボランティア活動支援費である。

　公益事業には社会福祉（52．3％）、学術教育（26．5％）、文化芸術、

環境保全、国際交流および体育振興がある。

　なお、サムソンは寄付の9割を韓国共同募金会などへ寄託し、直接

対象者に伝達することはほとんど無いという。それは寄付金の使途に

対する透明性と公平性を担保するために必要であると考えているから

であろう。

　サムソン奉仕団の重要な業務の一つが従業員のボランティア活動参

加促進である。そのためサムソングループにはボランティア活動に活

用するために年1週間の有給休暇が付与されている。これに社員の8

割がボランティア活動に参加しているという6

　統計によると従業員がボランティア活動に従事した時間は236万時

間（2006年。前年比の約2倍）、参加従業員数は16万人（2006年、

前年比5割増）、参加チームは3，785となっている。

　②SKテレコム
　SKテレコムは1973年と財閥企業の中ではもっとも早くから社会

貢献活動を開始している。当初は奨学金給付がその活動の主体であっ

た。その後、現在に至るまで多様なで独創的な社会貢献活動を展開し

ている46。

　SKテレコムの特徴は、他の財閥あるいは大企業が本とは別に社会

福祉法人などを設立し企業体とは独立して社会貢献活動を実践してい

るところが少ないのに対して、あくまで企業経営の一環としての性格

を保たせている点である。

　ただし活動の範囲・対象が拡大し、個別部署において対応が困難とな

ったため2003年に初めて社内に14名で構成される社会奉仕団を創設

し、そこで各社・各部の特徴に応じた社会貢献活動を企画・促進してい

る。いわば統括本部として機能している。、

　この背景として社会貢献活動はあくまで企業運営に資するものであ

るべきあること、財団法人を創設するとその意思決定が優先され、そ

れが経営方針と異なる場合が生ずることは望ましくないこと、などを

あげる。

46SKテレコムについては後掲資料のうち、文献（19）を参照。
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　2004年には社会貢献活動のためにチーム制が導入され、現在、グル

ープ各社すべて合わせると53のチームがある。そして従業員の社会貢

献活動参加率は約7割になる（グループ全体の従業員数は約2万人）。

　最近の活動で注目をあげているのが「SK　幸福弁当　事業」である。

これはSKテレコムが生活が困難で求職中の者の中から調理師、調理

員を弁当店で採用し、それを同じく仕事を探している高齢者が欠食児

童や独居高齢者に配達するというシステムである。これにより失業・

求職中の者は職場と賃金を、欠食児童たちは食事の提供を受けるとい

う双方が利益を享受することができる。SKテレコムの代表的な社会

貢献プログラムとして高く評価されている。

　2006年2月にソウル市内に1号店が開店し、2007年3月現在21
店舗まで増えたげこれにより全国で約4，500人の欠食児童と独居高齢

者が飢えを克服し、また450人が就労している。なおこの事業には国

庫補助が支給され、SKと政府が協同しあって運営している。

　なおSKは社会貢献活動の概要等については年度報告書やホームペ

ージをとして詳細に紹介しているが、それに要した費用は非公開であ
る。

③現代・起死自動車およびLG福祉財団

これらの祉会貢献活動については資料9および10を参照されたい。

4　民間支援の意義と限界一社会保障制度との相互補完ヘー

　本研究により得られた知見として、「民間支援の意義と限界一社会保

障制度との相互補完へ一」「まとめにかえて一日本への示唆一」を本稿

で論ずるところである。しかし、この点については、平成18年11月

に開催された「アジア法学会」にて報告し、平成19年6月には学会誌

「アジア法研究」に論文が掲載される（脱稿済み）。この報告および論

文は、本研究の成果の一つである。そのため上記検討内容については、

学会誌掲載予定の論文をもって替えることとする。
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　　　　韓国所得保障制度の特徴と課題

　　一後発福祉国家の官民共同型社会保障一

The，　Iss魏es　of　the　Social　Security　system　in　Korea

　　　　　　　　　　　　　　　　小樽商科大学商学部教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片桐由喜

！．　はじめに

　韓国社会は、第二次世界大戦およびそれに続く朝鮮戦争により疲弊

し、国民生活は窮乏を強いられた。この状況を前に、政権担当者らは

国家再建の要をまず経済成長としたのである。そして、長期間にわた

り経済発展政策があらゆることに優先し、これを円滑に達成するため

には国民生活の犠牲もやむをえないという社会的合意が形成されてい
った。

　韓：国の社会保障制度が長い間、実効性を有してこなかった背景には

この社会的合意に基づく政策決定があったのである。すなわち、戦後

の経済復興を至上命題とした歴代政府は、まず経済発展により得られ

た富は更なる経済成長の原資とすることとし、国民生活の改善・向上に

向ける、すなわち社会保障制度を整備することは成長後の課題である

と考えた。これを「先成長・後配分」政策と呼び、後発工業国に一般

的に見られる傾向である。

　このように国民生活への富の再配分を後回しにしながらも、一方で

韓国政府は社会保障立法を進めている。その理由は二つあると考えら

れている。一つはその時々の政権が圧制政府ではなく、国民の信任を

得るにふさわしい正統性を有する政府であることを国民に示すために

国民重視を旨とする社会保障立法が必要であったことである。

　もう一つは、韓国が経済復興に着手し、経済発展計画を策定し始め

た1960年代初頭、ヨーロッパ先進諸国や日本ではすでに社会保障制

度が整備され、福祉国家としての体裁を整えていた。わが国について

言えば、1958年に国民皆保険、1959年には国民皆年金を達成し、遅

れていた社会福祉分野も1973年には福祉元年と呼ばれ立法が整う。

韓国政府は対外的に近代民主国家と評価される・ためには、社会保障立

法が不可欠であるとの認識を持っていたために、立法に着手せざるを

得なかったと言うものである。

　したがって、韓国社会保障立法の特徴は、形式的立法は整備されて

きたが、その施行は不十分であり、社会保障制度が国民、とりわけ低
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所得階層に対して実効性を十分に発揮できないでいいであろう。しか

しながら、制度としての社会保障の有無に関わらず、経済的困窮に置

かれている国民は事実として存在してきた。このような状況下、すな

わち国家による制度的生活保障を期待できない場合においては、自発

的に国民間において相互扶助作用が働き、国家に代替して困窮者を救

済しようとする組織が自生する。

　本稿はこの国家に代替して経済的困窮者に所得保障等、社会保障的

な機能を果たす民間組織について論じようとするものである。後述す

るように、地域社会の中で相互扶助機能を担う任意団体は、多く。福

祉国家における源流である。しかし、それらの大半は制度の整備・発展

に伴い役割を縮小あるいは変容させ、国家代替機能というよりはむし

ろ、国家とは異なる役割を担うことでその存在意義を示そうとする。

　韓国社会において今なお存在するかかる組織を研究することを通し

て、民間組織の社会保障分野進出の意義や有意性、他方でその限界や

課題が何であるかを明らかにすることが本稿の目的である1。

　以下では上記の問題関心に沿って、韓国社会保障法制の沿革、現行

制度の保障水準、民間組織の現状の概要を述べ、最後に民間組織と国

家の協同、すなわち官民協向型福祉国家が国民にとってどのような意

義を有するかについて検討することとする。

2。韓国社会保障法制の沿革

（1）民間〔宗教〕組織による活動の源流2

　19世紀末から20世紀にかけての開国、李氏朝鮮解体および大韓：帝

国建国の途上、行政主導の社会保障サービスの提供は公衆衛生分野に

限られていた。この時期の救貧事業は開国に伴って上陸してきた外国

人宣教師らにより実施され、’ ﾞらが孤児院、盲学校、老人施設等の設

置・開設を行った。そして、この時期の宗教家らによる慈善活動が、

今日に至るまでのキリスト教あるいは仏教など宗教団体による活動の

源流と位置づけることができる。

　ところで教会を母体とする慈善事業は西欧諸国における社会保障制

度の原点であることは周知の通りである。しかし、その史的発展の過

程において、宗教団体による事業は国家制度へと発展吸収され、その

役割は縮小していくのが通例である。しかし韓国の場合、今日、社会

保障制度が国家責任として認識され、一定程度の役割を果たしている

にも関わらず、宗教団体の役割が大きく減退はしていないと思われる。
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　その理由は一つは西欧諸国に比べて制度保障が相対的に脆弱である

こと、もう一つは教会などが自らの存在意義を堅持するために積極的

に関与しようとするモチベイションが強いことなどがあげられる。そ

して、特筆すべきは、宗教団体がその役割を果たすに十分な資金力、

組織力ないしは人材を有しているということであろう。

（2）植民地期一1910年～1945年一

　植民統制下における社会保障制度の導入・施行の背景には3、被植民

地国民の生活保障よりも、植民地支配秩序の維持、すなわち民族運動

の抑制と貧民の不満解消が主たる目的とであるといわれる4。ただし、

具体的な制度の実施過程で植民地社会の貧困などがある程度改善され

たことも事実である。

　ところで、この時代の社会保障立法は解放後の制度構築に大きな影

響を与えている。すなわち、統治期間中に制度基盤が形成された制度

は、解放後、比較的早い段階で整備発展している。たとえば労災保険

の分野である。解放後最初の社会保険は1963年の産業災害補償保険

法である。これは朝鮮鉱夫労務扶助規則（1939年）を発展させたもの

である。

　また、恩給法が早い時期から適用されていたため、韓国においても

1960年代に公務員年金法、軍人年金法、私立学校教職員年金法などが

制定・施行されている。他方、医療保険および年金保険法は日本法が導

入されることがなく5、韓国国内においても国民皆保険は1989年、国

民皆年金は1998年にようやく達成されている。したがって高額な医

療費負担や老後保障などは、自助努力で解決することが求められてい
た。

（3）国家再建期一1948年～1963年一

　この時期の社会保障立法の特徴は、「戦後処理・対策」という点にあ

る6。すなわち、戦災孤児や浮浪児を保護するための児童福利法（1961

年。後に児童福祉法）、生活保護法（1961年）、戦死傷者援護関連法な

どである。しかし、法の施行状況は極めて不十分であった。まず国家

財政のうち社会保障に配分される比率は極めて少なく、また財政規模

自体、小さいため社会保障への配分額も当然に少ない。

　そこで、この時期、国民への救済援護を実際に担ったのは外援と呼

ばれるアメリカを中心とする外国民間団体からの物資援助であった。
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とりわけ、アメリカとの問で締結した「民間救護活動に関する協定」

（1955年）が法的根拠となり、以後の援助活動が活発に展開される。

なかでもKAVAとよばれる外国民間援助機関韓国連合会は第二の保

健社会部（現在の保健福祉部〉と呼ばれ7、国家に代わって国民の生活

保障を担ったとされる。

（4）　「先成長・後配分」期一1963年～1976年一

　朴正煕が大統領となって始まった第三共和国下では経済成長・発展

が至上命題であり、財政支出のみを伴い生産性のない社会保障制度は

ほとんど顧みられなかった8。これを端的に表現するのが、先にも述べ

た「先成長・後配分」のスローガンである。

　経済成長至上主義は1962年置ら始まる一連の経済開発計画により

実践されることとなる。そして、第1次から第3次にまでの各計画の

基本方針に国民生活の改善・向上を掲げる文言はない。ここに政府の政

策優先順位がみてとれるであろう。

　ところで、1973年に国民福祉年金法が制定されるが、その施行は

1988年まで延期され、事実上、死文化することとなる9。この背景に

は国民の所得保障の中心的制度を社会保険ではなく公的扶助に置こう

とする立法者の意図があるとされる。その理由は第一に、政府が社会

保険制度が企業に経済的負担を課し、彼らの事業活動に影響を及ぼす

ことを憂慮したため、もう一つの理由は生活保護が100％国庫負担の

ため、財政管理、すなわち支出抑制が容易であるためであると説明さ

れる。そして、当時の生活保護法は職権保護を原則とし、かつその給

付水準は極めて低くおさえられていた。結局、経済的困窮者の救済措

置は国家保障の枠外でなされるほかない状況であったといえよう。

（5）政策比重転換期一1977年～1987年一

　韓国社会の変容に伴い、第4次経済計画以降、基本方針に「社会開

発の促進」「所得階層間・地域間均衡発展」「国民生活の質向上」という

文言が現れる。また全斗換政権期には社会保障立法が相次き、また生

活保護法は全文改正されたlo。しかし、この時期もなお、社会保障支

出は全体の2，5～2．7％、またGNPは1981年当時で1700ドルにすぎ

ない。したがって、政策の方向が福祉国家指向となったにせよ、保障

水準は従前から大きく向上したとは評価し得ない状況であった。

　これら期間中の不十分な制度的保障を補った社会システムは大きく
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二つある。一つは韓国社会が当時、未だ農村社会であったことから一

定程度機能していた私的扶養である。もう一つは、本報告のテーマで

ある民間組織による相互扶助体制、あるいは共同体内（血縁、地縁な

いしは職域）での資金調達システム、いわゆる「契」の存在である。

　国家による社会保障制度が不十分である場合には、国民自身が何ら

かの生活保障システムを作り出さなければならない状況におかれる。

言い換えれば、いわば強制された「自助」により、インフォーマル部

門の生活保障システムが自生的に発達してきた、発達せざるを得なか

ったといえる。そして政府はこれを社会に組み込まれた「制度」とし

て国民の生活保障を委ね、経済成長の果実を更なる経済発展の原資に

まわし、国家責任としての社会保障立法や制度施行を遅らせることが

できたといえる。

（6）民主化以後一1988年目現在一

　民主化以降、韓国社会保障制度は大きな変容を遂げてきた。その背

景には、第一に一定程度の経済成長を達成し、その富を国民生活の保

障へ振り分けることが可能になったことがあげられる。すなわち、よ

うやく「後配分」の時代に入ったということである。第二に、韓国社

会が先進国と同じような社会現象、すなわち少子高齢化、核家族の進

行、等が顕著となり、扶養の社会化が急務となったことがある。特に

高齢期の所得保障制度、要介護老人のケアなどが、一家族内では解決

できないような状況が韓国国内において拡散してきたのである。

　その結果、国民年金法の制定（1986年）・施行（1988年）がまず着

手された。次に、国民生活の向上が医療給付に対する要求の高まりを

もたらし、それに応えるべく医療保険遵法の整備・統合が進められた11。

さらに1997年のIMF危機時に多くの者が失業したが、当時の生活

保護法がこのような場合に適切な救済措置となりえないことが判明し、

同法は廃止され、それに代わり1999年に国民基礎生活保障法が制定

された12。現在は、韓国版介護保険法の立法作業が進められている。

3．現行所得保障制度による保障水準

（1）社会保障制度の構造

　韓国もまたわが国同様、憲法に生存権規定をおき、これが社会保障

各法の根拠規定となっている。現行憲法は1987年に制定され、生存

権は同法34条に規定されている13。この憲法の下、前述の通り社会保
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険14、公的扶助および社会福祉の各分野にわたり立法がなされている15。

現在、法体系上はわが国とほとんど変わらないといってよい。

（2）給付水準

①公的年金の給付水準

　前述の通り、韓国において一般被用者が年金保険法上の被保険者と

なったのは1988年である。高齢期の所得保障が急務とされつつある

にもかかわらず、年金制度の施行が遅れたため年金支給要件を緩やか

に定め、保険料納付期間が10年以上で年金受給権を与えている16。な

お、20年以上の被保険者納付期間を有する場合に支給される年金を完

全年金といい、この受給者は2008年になって初めて出現する。

　そのため全般的に年金額は低水準にとどまっている。国民年金の平

均給付額は約200万ウオン（年額、日本円にして約25万円）である17。

この結果、60歳以上の者のうち、年金を主たる収入源とするのは全体

の6．5％にすぎない18。子供たちの経済的支援を受けて生計を立ててい

る割合は40％に達する。

　なお、日本において平成16年度老齢厚生年金一人当たり平均受給旧

約202万円である19。そして65歳以上世帯のうち62％は、収入が公

的年金のみである20。

②公的扶助の給付水準

　公的扶助法は日本では生活保護法、韓国では国民基礎生活保障法で

ある。公的扶助の給付水準を比較する上での指標は二つである。一つ

は保護率である。これは経済動向のみならず、給付要件が厳格である

か緩やかであるかによっても左右される。もう一つは保護開始基準と

なる最低生活費の水準である。これが低いと要件は厳格であるとの評

価が可能である。

　韓国の場合は保護率は30％・、日本は11％・となり、韓；国が日本の3

倍近い保護率を示す。他方、月額最低生活費は標準世帯（3人家族）

の場合、韓国が約91万ウオンであるのに対し、日本は約16万円であ

る（いずれも2005年）。日韓の賃金水準がほぼ拮抗しつつある現状を

考慮すると21、韓国の最低生活費基準は日本に比べて低く、これは結

局、保護水準も低く抑えられることを意味する。

4．民間組織による公的制度代替機能の現況と課題一公的保障との比
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較を通して一

　これまで述べてきたように、韓国においては現行所得保障制度がそ

れだけでは最低限度の生活を維持できない水準にとどまっていると評

価せざるをえない側面を有することが理解されよう。

　この国家保障では足りない部分を補完するのが民間組織による支援

活動である。活動内容は、現金給付と現物給付に大別される。本稿で

は現金給付に限定して考察するものとする。なお、以下の統計数値は

社会福祉共同募金会『社会福祉支援総量調査研究　調査研究2005－

02』（2006年）による。

（1）民間組織の種類と給付類型

領
域

区分 細目 推計額（百万ウ

Iン）

企業福祉 退職金など 31，499，710
企
業 社会貢献 寄付 1，200，006

公共料金減免（ガス，

d気）

527，968

宗教団体 社会福祉目的の支出 1，598，809

福祉施設 認可施設＊1 992，552

第
三
セ
ク
タ
　
一

無認可施設＊1 62，635

市民団体 社会福祉目的の支出 72，053

募
金

募金機関 法定／民間募金機関
魔R

285，782

協会・協議体 社会福祉関連協会、等

魔S

24，140

政
府

公的年金 　　9，377，899

魔Q

国民年金中、老齢年金

ﾌみ

1，987，451

国民基礎生活保障法 基礎生活給付 1，805，442

個
人

20歳以上の笠4％が

�t

＊5 　　1，763，913

魔U

＊1　国あるいは地方自治体からの国庫補助、措置費などを除外した

額。
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＊2　国民年金、公務員年金、軍人年金、私学年金より支払われるすべ

ての年金（老齢、障害および遺族）を合わせた額。

＊3　法的募金機関とは大韓赤十字社、社会福祉共同募金会をいう。ま

た、民間募金機関とは、救世軍、韓国福祉財団、ワールドビジョン等、

計6団体が含まれる。

＊4　大韓結核協会、全国災害救護協会等、計5団体である。

＊5　平均寄付額を361，814ウオンとして計算。

＊6　この額は上記法定募金額と重複。

（2）10大企業による寄付金現況
1 サムソン電子 174，441　（百万ウオ

刀j

30．6％

2 現代自動車 29，948 5．2％

3 LG電子 10，352 1．8％

4 韓国電力公社 81，682 14．3％

5 サムソン生命保険 53，326 9．4％

6 ボスコ 154，057 27．1％

7 SK 54，959 9．7％

8 起亜自動車 7，796 1．4％

9 LG製油 1，189 02％
10 SK：ネットワーク

X
1，718 0．3％

（3）日韓寄付金・募金の比較

①募金額

　日本　平成17年度共同募金総…額　約220億円

　韓国　約310億円（1円＝10ウオン）…　人口を考慮すると…

③使途一日韓共同募金会一

　　日本　　「低所得者」　北海道0．3％、東京3．0％、福岡L6％、沖

縄13．5％

　　　　　使途の中心は、地域で福祉活動を行う団体やNPO法人等

への支援

　　　　　　送迎用福祉車両購i入、手話通訳ボランティアの学習のた
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めの機材購入

韓国　日本との大きな差異は貧困世帯に対する直接的支援が顕著

　例）疎外階層支援、少年少女家庭への奨学金、難病児医療費

　　　支援、貧困世帯住宅修繕、等

5，官民協同型福祉国家における社会保障責任の所在

（1）後発福祉国家の背景

　解放後、経済成長最優先政策を堅持し、これを阻害する要因は徹底

的に排除されてきた。なかでも社会保障制度は給付行政の典型であり、

特に社会保険は使用者の経済的負担を伴うため立法自体が見送られて

きた。立法されたとしても施行延期あるいは給付の低水準化を図って
きた。

　韓国社会保障立法の多くはわが国のそれをそのまま導入している分

野が大半である。換言すれば、「後発の利益」を駆使し、立法作業には

多くの労力を費やしていないと言える。ただし、施行にあたり財政措

置をすることが困難であったため、実態としては形式的福祉国家にと

どまっている。

　なお、わが国の場合、生活保護基準が憲法25条に違反する程度に低

いとして争われた「朝日訴訟」があるところ（最大判昭42．5．24民集

21－5－1043）、韓：国においては、今日に至るまでこの種：の判例は見当

たらない。これは国民の生存権保障に対する規範意識が弱く、また、

低負担低給付型社会保障に合意していた、せざるをえなかったからと

評価しうる。

　このような公的社会保障制度の未整備・未成熟が許容されたのは、韓

国社会が長い間農村社会であったこと＝地縁、私的扶養＝血縁が機能

していたこと、などが背景にある。

（2）社会保障制度要請と民間団体の台頭

　韓国社会の変容一核家族化、都市化、高齢化等一による私的扶養能

力の低下が見られるようになったにもかかわらず、扶養の社会化が社

会的装置として整備されない状態が続いた。他方で経済成長による富

が公平に配分されず、所得再配分が機能しない。

　制度の欠落を補充する民間団体の活動は、従前から存在した。それ

らにつき90年代後半から、構成員間同士の相互扶助を体系的に実施さ
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れることを企図して、関連立法がなされるようになった。

　また財閥グループが社会貢献活動の一環として、財団を創設し、活

動を本格的に開始した。

募金の体系化

1951年寄付金二二集金法

1995年寄付金品募集規制法

1996年社会福祉共同募金法制定（‘98年7，月施行）

2006年寄付金品の募集および使用に関する法律（1995年法の改称。

　　　　一部改正）

民間団体への支援

　2000年　非営利民間団体支援法

急速な経済成長、不均衡な富の配分　→　企業による社会貢献活動

　例）1991年　LG福祉財団
　　　1994年　サムソングループ「サムソン社会奉仕団」創設

　　2001年現代自動車

　　2003年　SKテレコム「社会奉仕団」創設

（3）民間団体による代替機能の限界と課題

　福祉国家と呼ばれる国々では、生存権保障のため、すなわち健康で

文化的な最低限度の生活を保障するために、個別具体的な法律を制定

し、その定める給付要件を充足する者には等しく、保護を実施してい

る。いわゆる無差別平等の原則である。国家が責任主体となって提供

する社会保障サービスは、全国民に対し普遍的であること、公平であ

ることが何より求められる。

　このような国家における民間団体の役割は、最低の生活保障を国家

に代替して実施するものではない。いわばプラスアルファ、あるいは

より快適なサービスの提供を担い、またそれが期待される。

　他方、韓国のような「後発」福祉国家は、国家による社会保障制度

が不十分なまま、社会構造が先進国と同質化、つまり私的扶養能力の

低下という傾向を示す。したがって憲法で生存権規定がおかれ、国民

にはその履行の必要度が高まっているにもかかわらず、現実の社会に

おいてはそれが実施されていないという現象が見られる。

　この国家による生存権保障の不完全さを補うのが民間団体の社会貢
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献活動である。先進福祉国家のようなプラスアルファ的役割ではなく、

国家代替機能を果たす。

　しかしながら、これが民間団体のあくまで任意・善意の活動であるた

めに、当然のことながら申請者ないしは受給者に請求権、選択権、受

給できなかった場合の不服申立権などは認められない。また募金や寄

付金などの配分は公正な手続きによって実施されているとはいえ、そ

の配分には募金者や寄付者の意向が反映される一とりわけ近年はその

傾向が強い一。

　したがって民間団体による国家代替的保障は全国民にとって普遍的

あるいは公正であることが担保されない。つまり官民協同型社会保障

は、生存権保障にとってきわめて重要な規範、無差別平等や公正であ

ることが、必ずしも守られない性質をもつ。

6．まとめにかえて一目本への示唆一

　他方でわが国は現在、年金給付や生活保護の基準の切り下げ、それ

に伴う自己責任ないしは自助自立の強調がされる。この背景には超少

子高齢社会の到来、低経済成長がある。つまり国家の社会保障分野で

果たしてきた役割を縮小させる方向へ向かっている。

　それに対し韓国は、先進国化するにつれ社会資本の整備が進み、社

会保障分野も高負担中給付型へ移行しつつある。日韓の社会保障のあ

り方がお互いの方向へ近づいているといえる状況である。

　その接点が公私の役割に線引きをする理想のポイントなのかは、現

時点では断言しかねるが、どこまで国家に対し給付請求できるかを判

断する論拠とはなりえるだろう。

1　この問題間関心をテーマとして、科学研究費補助金〔基盤研究（C）、平成

17年度～同18年度、「韓国社会保障法制の特質と課題一インフォーマル組織の

役割とその限界一」〕を受け、各種民間団の調査等を実施してきた。

2この点については、拙稿「韓国・占領体制下における社会保障制度」『商学討

究』55巻2－3合亭号（2004年）145～152頁参照。

3わが国が宗主国として、植民統治期に制定したり、自国の法を適用したもの

は主として以下の通りである。恩賜振込資金窮民救助規定（1919年）、恩給法

（1923年）、朝鮮鉱夫労務扶助規則（1939年）、船員保険法（1940年）および

救護令（1944年）等である。

4この時期の社会保障制度については、前掲書（注2）152～171頁参照。

5当時の日本の社会保障立法状況とこれら制定法の韓国への植民時代における
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適用は以下の通りである。

目本における立法 韓国への適用

1911 工場法 X

1922 健康保険法 ×

1923 （統合）恩給法 ○（1910年など）

1929 救護法 ○（1944年）

1938 国民健康保険法 ×

1941 労働者年金保険法（後の厚生年金保険法） ×

6この時期の社会保障制度については、拙稿「韓国・社会保障法制の基盤形成期」

『商学討究』56巻1号（2005年）61～75頁参照。
7KAVAとは、　Korean　Accociation　of　Volunもary　Agenciesの略称である。

8この時期の社会保障制度については、前掲書（注6）76～80頁参照。
9この時期の社会保障制度については、前掲書（注6）92～112頁参照。
10この時期の社会保障制度については、前掲書（注6）82～92頁参照。
11この点については、拙稿「韓国の医療保障・介護保障」日本社会保障法学会
編『講座　社会保障法　第4巻　医療保障法・介護保障法』（法律文化社、2002
年）283～265頁参照。
12この点について、♀暑里「号剋フ1皇摺潮曇を唱91919幸運斗刈」『社会科学

研究』9号（2000年）124～148頁参照。
玉3韓国憲法の生存権規定については、前掲書（注6）58～59頁参照。なお、
1987年憲法34条は以下のように規定する。「①すべて国民は人間らしい生活
をする権利を有する。②国家は社会保障、社会福祉の増進に努力する義務を負
う。③国家は女子の福祉と権益の向上のために努力しなければならない。④国
家は老人と青少年の福祉向上のための政策を字託する義務を負う。⑤身体障害
者および疾病・老齢その他の事由により生活能力がない国民は法律が定めると
ころにより国家の保護を受ける。⑥国家は災害を予防し、その危険から国民を
保護するための努力をしなければならない。」

14韓国の4大社会保険のうち、医療保険は1977年に強制加入制導入、国民年
金保険法は1986年に制定され、一般被用者を強制加入とした。なお、労災保
険は1963年および雇用保険は1993年にそれぞれ実施されている。
15社会福祉法制はわが国同様、高齢者、障害者および児童の三種に分かれ個
別に立法されている。

ユ610年以上の保険料納付期間を有することにより支給される年金は、減額老
齢年金、在職老齢年金および早期老齢年金である（国民年金法56条2項、3項
および4項）。

17墨刺碧　「2004尋号91朴司ス1丑」（2004年）482頁。
三8前掲書497頁。

王9社会保険庁『社会保険事業の概況　平成16年度』同庁ホームページ
htt：〃www．sia．　o．“／infom／tokei／aik　o2004／aik　o．　df　より。

20厚生統計局『国民福祉の動向』53巻12号（2006年）17頁。
21韓国の都市勤労者の月平均所得は294万ウオン（2003年、前掲書（注17）
224頁）、また日本の場合、フルタイムで働く一般労働者の2005年度月平均賃
金は約32万円である（厚生労働省「2005年賃金構i造基本統計調査」）。
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まとめにかえて

　本稿では研究の過程で収集した資料をすべて検討分析あるいは紹介すること

ができなかった。これらを体系的に整理し、韓国におけるインフォーマル組織

の相互扶助機能につき掘り下げた検討をすることが今後の課題である。加えて、

このような民間組織の機能を業績基幹がどのように把握し、評価しているのか

についてもあわせて検討課題としたい。
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